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中
区
中
町
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
広
島
で
二
十
六
日
、「
平
成

十
九
年
度
広
島
県
商
工
会
連
合
会
臨
時

総
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
臨
時
総
会

に
は
、
県
内
の
商
工
会
長
ら
五
十
九
人

（
う
ち
委
任
状
出
席
十
人
）
が
出
席
。

加
島
英
俊
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
引
き

続
き
、
向
東
町
商
工
会
の
村
上
雄
治
会

長
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
が
進
め
ら

れ
、
上
程
さ
れ
た
第
１
号
議
案
か
ら
第

10
号
議
案
の
す
べ
て
が
原
案
ど
お
り
に

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り

第
１
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度
収
支
補

正
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
平
成
二
十
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件

第
３
号
議
案
　
平
成
二
十
年
度
県
連
合

会
会
費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収

方
法
（
案
）
承
認
の
件

第
４
号
議
案
　
平
成
二
十
年
度
電
子
計

算
機
処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）

及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第
５
号
議
案
　
平
成
二
十
年
度
借
入
金

県 連  

平
成
十
九
年
度 

﹇
平
成
平
成
二
十
年
度
事
業
計
画

十
年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算

収
支
予
算
な
ど 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
一
〇
の
議
案
議
案
が
提
案
提
案
さ
れ
、す
べ
て
承
認
承
認
さ
れ
る
﹈ 

﹇
平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
な
ど 

　
　
　
　
　
一
〇
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、す
べ
て
承
認
さ
れ
る
﹈ 
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最
高
限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承

認
の
件

第
６
号
議
案
　
広
島
県
商
工
会
連
合
会

定
款
並
び
に
運
営
規
約
の
一
部
改
正

（
案
）
承
認
の
件

第
７
号
議
案
　
広
島
県
商
工
会
等
職
員

の
給
料
表
、
昇
格
、
昇
給
等
に
関
す

る
統
一
規
約
の
一
部
改
正
（
案
）
承

認
の
件

第
８
号
議
案
　
商
工
会
等
職
員
給
与
の

県
連
一
括
支
給
（
案
）
承
認
の
件

第
９
号
議
案
　
人
事
評
価
結
果
の
給
与

等
処
遇
へ
の
反
映
（
案
）
承
認
の
件

第
10
号
議
案

《
新
》
商
工
会
事
業
評

価
の
実
施
（
案
）
承
認
の
件

四
月
一
日
か
ら
の
新
年
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
本
県
連

と
県
内
商
工
会
は
昨
年
に
続
い
て
、「
さ

ら
に
『
ま
め
』
に
や
り
ま
す
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
地
域
商
工
業
の
発
展

振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た

事
業
の
強
化
、
拡
充
を
図
り
、

地
域

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
商
工
会

と
し

て
躍
進
し
て
い
き
ま
す
。
平
成
二
十
年

度
も
事
業
の
見
直
し
を
行
い
つ
つ
、
新

た
に
「
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」「
地

域
活
性
化
対
策
の
推
進
」「
商
工
会
の

機
能
強
化
」
の
三
つ
を
平
成
二
十
年
度

重
点
事
業
の
柱
に
し
て
、
各
種
取
り
組

み
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
商

工
会
の
存
在
価
値
を
い
っ
そ
う
高
め
る

こ
と
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

〞 〝

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
は
、
全
商
工
会
員
さ
ん
巡

回
運
動
を
推
進
し
、
経
営
革
新
の
承
認

支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ

記
帳
と
商
工
貯
蓄
共
済
の
加
入
促
進
を

強
化
す
る
な
ど
し
て
会
員
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
巡
回
運
動

で
は
全
職
員
で
全
会
員
を
年
二
回
以
上

巡
回
す
る
こ
と
を
ノ
ル
マ
と
し
、
承
認

支
援
で
は
経
営
指
導
員
一
人
当
た
り
年

に
一
社
、
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
は
担
当
職

員
一
人
当
た
り
年
十
社
（
う
ち
自
計
３

社
以
上
）
を
目
標
に
取
り
組
み
を
推

進
。
商
工
貯
蓄
共
済
の
加
入
促
進
に
つ

い
て
は
、
商
工
会
別
目
標
数
の
設
定
に

加
え
、
新
年
度
も
引
き
続
き
提
案
公
募

型
加
入
促
進
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
で

加
入
口
数
の
増
加
を
め
ざ
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
対
策
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
と
く
に
商
工
会
地
域
で
の
人
材

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
従
来

の
経
営
革
新
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン

タ
ー
事
業
と
並
行
し
て
、
新
年
度
は
全

国
商
工
会
連
合
会
の
受
託
事
業
と
し
て

「
創
業
人
材
育
成
事
業
」
に
取
り
組
み
、

創
業
塾
を
一
か
所
、
経
営
革
新
塾
を
二

か
所
で
実
施
。
経
営
指
導
員
一
人
当
た

り
年
に
一
社
を
目
標
に
あ
げ
て
、
将
来

を
見
据
え
た
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
資
源
活
用
・
農
商
工
連

携
な
ど
へ
の
取
り
組
み
支
援
、
産
学
連

携
小
規
模
事
業
者
活
性
化
事
業
の
推
進

を
は
じ
め
、
特
産
品
の
大
消
費
地
向
け

の
販
路
開
拓
の
推
進
・
特
産
品
開
発

や
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
十
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
な
ど
各
種
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を

取
り
そ
ろ
え
て
、
地
域
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

商
工
会
の
機
能
強
化
策
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
合
併
協
議
会
や
合
併
後
の
商

工
会
運
営
の
支
援
を
強
化
し
て
、
効
果

的
で
効
率
的
な
組
織
運
営
が
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
商
工
会
の
財

源
強
化
を
目
的
と
す
る
財
政
運
営
計
画

の
作
成
支
援
を
行
っ
て
、
自
主
財
源
比

率
を
五
〇
％
ま
で
に
引
き
上
げ
ま
す
。

組
織
率
の
向
上
支
援
を
行
う
こ
と
に
も

取
り
組
み
、
組
織
率
六
〇
％
以
下
の
商

工
会
で
は
五
％
増
、
七
〇
％
以
下
の
商

工
会
で
は
三
％
増
、
七
〇
％
を
超
え
る

商
工
会
で
は
可
能
な
限
り
さ
ら
な
る
組

織
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま

す
。こ

の
ほ
か
に
も
、「
商
工
会
地
域
貢

献
ア
ピ
ー
ル
プ
ラ
ン
」
の
活
用
支
援
、

商
工
会
職
員
の
指
導
力
ア
ッ
プ
の
た
め

の
研
修
の
拡
充
強
化
事
業
の
実
施
な

ど
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
た
め

の
取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
幅
広

く
展
開
し
て
い
き
ま
す
。



い
、
第
九
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

（
広
島
大
会
）
を
盛
大
に
開
催
し
、
個

性
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
、「
商

工
会
女
性
部
の
使
命
と
役
割
」
を
再
認

識
し
た
。
平
成
二
十
年
度
は
全
国
大
会

の
開
催
を
契
機
に
よ
り
一
層
、
積
極
的

な
事
業
を
展
開
し
、
商
工
会
女
性
部
の

存
在
を
更
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
議
案
審
議
に
入
り
、
第
１
号

議
案
平
成
十
九
年
度
収
支
更
正
予
算
書

（
案
）
承
認
の
件
、
第
２
号
議
案
平
成

二
十
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
及
び
収

支
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件
、
第
３
号

議
案
平
成
二
十
年
度
会
費
賦
課
基
準

（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の

件
に
つ
い
て
上
程
し
、
原
案
ど
お
り
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、「
全
女
性
連
の
現
状

と
今
後
の
課
題
」
に
つ
い
て
全
女
性
連

副
会
長
・
県
女
性
連
井
上
会
長
よ
り
情

報
提
供
を
受
け
、
女
性
部
の
組
織
、
全

女
性
連
平
成
二
十
年
度
事
業
（
新
規
事

－ 3－

SHOKO 広島県商工連会報　平成20年３月28日　VOL.339

県
青
連
（
長
澤
宏
昭
会
長
）
で
は
、

去
る
三
月
十
四
日
f

福
山
市
の
ホ
テ

ル
で
平
成
十
九
年
度
臨
時
総
会
と
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
の
前
に
行
な
っ
た
研
修
会

で
は
、
広
島
地
方
裁
判
所
民
事
部
裁
判

官
の
數
間
（
か
ず
ま
）
薫
氏
を
招
き

「
裁
判
員
制
度
」
と
題
し
て
、
平
成
二

十
一
年
五
月
ま
で
に
始
ま
る
裁
判
員
制

度
の
し
く
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

続
い
て
の
研
修
会
で
は
広
島
県
出
身

の
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
・
フ
ロ
ー
代
表

取
締
役
で
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
の
高

畑
好
秀
氏
が
、「
経
営
者
に
必
要
な
メ

ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
題
し
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
高
畑
氏
は
プ
ロ
野
球
選

手
を
始
め
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
や
Ｊ
リ
ー
ガ

に
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
一
〇
〇
％

発
揮
で
き
る
よ
う
メ
ン
タ
ル
指
導
を
さ

れ
て
お
り
、
本
講
演
で
は
経
営
者
も
同

じ
で
、
自
分
の
枠
を
取
り
外
し
、
経
営

力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
と
、

指
導
事
例
を
用
い
、
ま
た
部
員
を
前
に

出
さ
せ
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
通
じ

て
直
接
指
導
さ
れ
た
り
、
大
変
解
り
易

く
役
立
つ
講
演
で
し
た
。
講
演
後
の
質

問
タ
イ
ム
で
は
、
自
分
の
枠
を
取
り
外

す
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
や
、
指
導

上
で
の
有
名
人
の
裏
話
は
？
な
ど
多
く

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
出
席
者
五
十
六
名
（
内
委
任

状
出
席
二
十
名
）
の
も
と
平
成
十
九
年

度
の
臨
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
は
来
賓
と
し
て
県
連
の

羽
場
副
会
長
と
県
連
木
之
下
専
務
理
事

並
び
に
県
青
連
後
藤
顧
問
が
臨
席
、
祝

辞
に
引
き
続
き
、
第
１
号
議
案
平
成
十

九
年
度
収
支
更
正
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件
、
第
２
号
議
案
平
成
二
十
年
度
事

業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件
、
第
３
号
議
案
平
成
二
十
年

度
会
費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方

法
（
案
）
承
認
の
件
に
つ
い
て
上
程
さ

れ
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

県
女
性
連
（
井
上
文
江
会
長
）
で
は
、

三
月
十
九
日
広
島
市
内
の
ホ
テ
ル
で
平

成
十
九
年
度
臨
時
総
会
と
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
で
、
井
上
会
長
は
「
昨
年

十
月
に
全
国
よ
り
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
二

千
余
名
の
笑
顔
が
平
和
都
市
広
島
に
集

臨
時
総
会
・ 

研
修
会
開
催 
臨
時
総
会

臨
時
総
会
・ 

研
修
会
開
催

研
修
会
開
催 
臨
時
総
会
・ 

研
修
会
開
催 

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連 

平成１９年度 

長澤宏昭会長

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連 

臨
時
総
会
・ 

研
修
会
開
催 

臨
時
総
会

臨
時
総
会
・ 

研
修
会
開
催

研
修
会
開
催 

臨
時
総
会
・ 

研
修
会
開
催 

平成１９年度 

井上文江会長

西藤諭美子　講師
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企
業
応
援
プ
ラ
ン
」
の
推
進
の
一
環

で
、
同
プ
ラ
ン
の
実
施
に
向
け
て
地
域

中
小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
の
現
状
に
つ
い
て

調
査
分
析
し
、
今
後
の
対
応
の
方
向
性

を
整
理
す
る
ね
ら
い
で
行
わ
れ

た
も
の
。
沼
田
町
を
訪
れ
た
山

本
大
臣
政
務
官
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
帳
簿
入
力
や
集
計
が

で
き
る
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入

事
例
を
間
近
で
確
認
し
ま
し

た
。昨

年
末
に
中
小
企
業
庁
が
発

表
し
た
「
平
成
二
十
年
度
中
小

企
業
対
策
関
係
予
算
案
等
の
概

要
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
同
プ
ラ

ン
は
、
中
小
企
業
の
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

中
小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
の
促
進
を

促
す
た
め
の
各
種
支
援
を
行
う

と
い
う
も
の
。
支
援
に
対
す
る

具
体
的
な
施
策
で
は
、
中
小
企

業
の
Ｉ
Ｔ
の
活
用
を
通
じ
た
会

計
・
財
務
な
ど
の
経
営
力
の
向

上
を
支
援
す
る
こ
と
が
重
点
に

据
え
ら
れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
の
財
務
会
計
ソ
フ
ト
な
ど
の
活
用

や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
経
営
支
援
な
ど
を
受

け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
普
及
と

活
用
を
図
る
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
財
務
会
計
ソ
フ
ト
と
し
て
、
本
県

連
が
県
内
で
普
及
推
進
を
図
っ
て
い
る

〝
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
〞
が
採
用
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
普
及

件
数
が
全
国
ト
ッ
プ
の
沼
田
町
が
視
察

の
対
象
地
域
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

沼
田
町
を
訪
れ
た
の
は
、
山
本
大
臣

政
務
官
の
ほ
か
、
稲
邑
拓
馬
大
臣
政
務

官
付
総
括
主
任
、
中
国
経
済
産
業
局
の

大
庭
泉
地
域
経
済
部
長
、
小
嶋
泰
廣
中

小
企
業
課
長
、
浜
本
幸
男
総
務
係
長
の

四
人
。
一
行
は
ま
ず
、
沼
田
町
商
工
会

館
で
県
内
商
工
会
の
現
状
、
沼
田
町
商

工
会
の
事
業
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
聞

き
取
り
調
査
を
実
施
。
商
工
会
の
現
状

や
今
後
の
課
題
を
確
認
し
た
う
え
で
、

ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
の
活
用
事
例
を
視
察

調
査
す
る
た
め
に
、
同
町
伴
に
あ
る
有

限
会
社
濱
本
美
塗
工
業
を
訪
問
し
ま
し

た
。商

工
会
館
で
は
、
二
上
隆
敏
会
長
、

濱
本
康
典
副
会
長
、
平
田
幸
雄
事
務
局

長
、
橋
本
賢
三
主
席
の
四
人
が
一
行
に

応
対
。
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
初
め
に

平
田
事
務
局
長
が
県
内
商
工
会
の
組
織

の
概
略
、
沼
田
町
の
商
工
業
者
の
概
況

な
ど
を
説
明
。
次
い
で
橋
本
主
席
よ

り
、
商
工
会
が
〝
駆
け
込
み
寺
〞
と
し

て
の
機
能
を
地
域
の
中
小
企
業
に
提
供

し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
昨
年
度
の
指

導
実
績
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
の
普
及
・

推
進
活
動
の
取
り
組
み
の
経
緯
と
内
容

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
橋
本
主
席

は
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
の
加
入
企
業
数
の

推
移
に
つ
い
て
の
報
告
の
な
か
で
、
専

任
職
員
が
個
別
対
応
を
実
施
し
た
こ
と

や
、
事
務
所
内
に
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
の

体
験
用
デ
モ
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
い

る
こ
と
、
講
習
会
や
体
験
会
を
開
催
し

た
こ
と
な
ど
が
加
入
の
伸
び
に
つ
な

が
っ
た
と
山
本
大
臣
政
務
官
に
分
析
結

果
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
木
原
弘

香
主
任
が
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
の
活
用
方

法
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
し
な
が

ら
、
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
操
作
の
デ
モ
ン

業
）
や
最
新
情
報
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
「
子
育
て
支
援
で
地

域
活
性
を
目
指
そ
う
〜
ま
ず
は
で
き
る

事
か
ら
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
〜
」
と

題
し
て
有
限
会
社
パ
シ
オ
ン
の
プ
ロ
グ

レ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
西
藤
諭
美
子
氏

か
ら
講
演
が
あ
り
、
広
島
県
の
子
育
て

の
取
り
組
み
や
「
女
性
部
な
ら
で
は
」

の
地
域
に
貢
献
す
る
子
育
て
支
援
の
方

法
や
商
品
作
り
と
し
く
み
作
り
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

地
域
中
小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

会
計
処
理
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
調
査

す
る
目
的
で
、
経
済
産
業
省
の
山
本
香

苗
大
臣
政
務
官
（
参
議
院
議
員
）
が
十

日
、
広
島
市
を
訪
れ
て
、
安
佐
南
区
沼

田
町
に
あ
る
会
員
企
業
を
視
察
し
ま
し

た
。
山
本
大
臣
政
務
官
の
来
広
は
、
中

小
企
業
庁
が
来
年
度
の
中
小
企
業
対
策

の
ひ
と
つ
に
掲
げ
た
「
頑
張
る
小
規
模

〝
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
〞
の
活
用
事

例
を
調
査
す
る
目
的
で
、
会
員
事

業
所
で
入
力
業
務
な
ど
を
見
学

沼田町商工会事務局での視察の様子
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研修旅行・職場旅行・家族旅行 

ＪＲ券・航空券から国内旅行や海外旅行まで 
旅のご相談は 

広島支店 

〒730-0011　広島市中区基町11-5　TEL 082-227-7222
　　　　　　　（紙屋町東電停前）

44％割引。最高水準の割引率です！（所得補償保険団体契約） 

広島中央支店 
広島市中区大手町1-2-1  〒730-8730

Tel.082-247-2681

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
。
実
際
の
操

作
を
目
の
当
た
り
に
し
た
山
本
大
臣
政

務
官
は
、「
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性

を
い
か
に
多
く
の
人
に
伝
え
る
か
が
重

要
だ
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

聞
き
取
り
調
査
を
終
え
た
一
行
は
、

濱
本
美
塗
工
業
へ
と
移
動
。
改
め
て
自

社
で
山
本
大
臣
政
務
官
ら
を
迎
え
た
濱

本
副
会
長
は
、「
鉄
工
所
な
ど
か
ら
仕

入
れ
た
素
材
に
化
粧
を
施
し
販
売
し
て

い
る
」
な
ど
と
事
業
内
容
を
説
明
し
、

一
行
を
事
務
所
へ
案
内
。
事
務
所
で

は
、
奥
さ
ん
の
陽
子
さ
ん
が
、
ネ
ッ
ト

ｄ
ｅ
記
帳
を
利
用
し
た
伝
票
入
力
業
務

を
実
際
に
行
っ
て
、
山
本
大
臣
政
務
官

に
そ
の
使
い
や
す
さ
を
紹
介
し
ま
し

た
。
山
本
大
臣
政
務
官
は
入
力
画
面
を

食
い
入
る
よ
う
に
見
な
が
ら
、「
以
前

の
会
計
ソ
フ
ト
と
比
べ
て
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ

記
帳
の
メ
リ
ッ
ト
は
」「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ

記
帳
の
導
入
に
よ
り
会
計
業
務
の
負
担

は
軽
減
さ
れ
た
か
」
な
ど
と
熱
心
に
質

問
。
陽
子
さ
ん
か
ら
「
会
社
だ
け
で
な

く
自
宅
で
も
会
計
業
務
が
行
え
て
便

利
」
と
聞
い
て
、
「
な
ら
ば
名
前
は

〝
ど
こ
で
も
記
帳
〞
が
ふ
さ
わ
し
い
か

も
し
れ
な
い
」
と
言
葉
を
返
す
な
ど
、

そ
の
利
便
性
を
深
く
理
解
し
た
様
子
で

し
た
。
操
作
指
導
や
財
務
指
導
が
手
軽

に
受
け
ら
れ
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を

紹
介
す
る
一
方
で
、
濱
本
副
会
長
は
商

工
会
副
会
長
の
立
場
か
ら
、

「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
を
商
工
会

の
自
己
財
源
の
大
き
な
柱
に
し

な
け
れ
ば
死
活
問
題
に
関
わ

る
」
と
も
話
し
て
、
そ
の
普
及

に
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
た
山
本
大
臣
政

務
官
は
、「
多
く
の
中
小
企
業

で
負
担
と
な
っ
て
い
る
業
務
の

軽
減
を
支
援
す
る
た
め
に
、
み

な
さ
ん
の
Ｉ
Ｔ
の
活
用
を
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に

も
制
度
の
拡
充
を
図
り
た
い
」

と
力
強
い
言
葉
を
残
し
て
、
広

島
を
後
に
し
ま
し
た
。

左：ネットde記帳を操作する奥さんの陽子さん
右：熱心に見入る山本政務官
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詳しくは商工会へお問い合わせ下さい。 

こんな時でも安心。 

掛金・共済金は、年齢・性別 
・職種に関係なく一律！ 

充実した入院・通院補償！ 

手術にも手厚い補償！ 

国内外・24時間フルカバー！ 

１日あたり約67円 
（A・Bタイプ）でビッグな補償 
とワイドな内容を実現！ 

疾病による継続した 
30日以上の入院の場合は入院 
見舞金が支払われます。 
（A・Cタイプのみ） 

　経営革新や新分野へ果敢にチャレンジする活力ある中小企業を育成、支援するため、平成２０年
度の中小企業施策・制度の説明会及び個別相談会を実施します。 

１．開催日時及び場所 
福山会場　平成20年５月21日貉　午後１時30分～５時　福山商工会議所（福山市西町2－10－1） 
広島会場　平成20年５月26日豺　午後１時30分～５時　広島県情報プラザ（広島市中区千田町3－7－47） 

２．対象企業 
県内の中小企業及び関係団体 

３．実施内容 
　説明会（午後１時30分～３時） 
　　○平成20年度国・県の中小企業関係支援施策 
　　○県・市等の各種融資制度 
　　○人材の確保・育成に関する助成処置　など 
　個別相談会（午後３時15分～５時、受付は４時まで） 
　　金融相談をはじめ、経営、労務、技術、など部門別に、関係機関の職員が個別の相談に応じる。 

４．実施機関（予定） 
広島県、広島市、福山市 
（独）中小企業基盤整備機構中国支部、（社）全国労働基準関係団体連合会広島県支部 
（財）ひろしま産業振興機構、（財）広島市産業振興センター 
広島県商工会議所連合会、広島県商工会連合会、広島県中小企業団体中央会 
雇用・能力開発機構広島センター、広島商工会議所、福山商工会議所 
 

【中小企業等総合相談会開催のお知らせ】【中小企業等総合相談会開催のお知らせ】
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「商工貯蓄共済提案公募型加入促進事業」の実施 「商工貯蓄共済提案公募型加入促進事業」の実施 

加入実績口数一覧表 

　商工会連合会では、商工貯蓄共済事業加入促進への取組みとして、平成１９年度も「商工貯蓄共済提案公募 
型加入促進事業」を実施しました。 
　本事業は、組織を上げて積極的に加入促進に取組むもので、５年前から実施し、本年度は２４箇所をモデル
商工会として指定しました。指定商工会は平成１９年８月～平成２０年２月までの間、いずれかの月を加入促進
強化月間として設定し、目標口数を定め加入推進を図るものです。 
　本年度の実績は、モデル商工会数：２４商工会、加入目標口数：１,３２０口、加入口数実績：２,３２４口と全体
目標達成率１７６％の実績をあげていただきました。中でも安芸津町商工会は１００口の目標に対し、加入実績４３
３口と達成率４３３％の驚異的な実績をあげられました。 
　また、目標口数に対し達成率３００％以上２箇所、２００％以上４箇所、１００％以上１８箇所であり、指定の全商
工会で目標口数を達成していただくなど、本事業に積極的に取組んでいただきました。 
　平成２０年度に於いても本事業要領について「目標設定値」「報奨金基準」を一部改正し、地域商工業の福
利厚生充実の一環として、また、商工会の自己財源の一助としての継続実施を予定しております。 
　平成１９年度の本事業加入実績は以下のとおりです。 

（加入実績口数順） 

安 芸 津 町  

大 崎 上 島 町  

江 田 島 町  

北 広 島 町  

五 日 市  

本 郷 町  

向 島 町  

備 北  

安 芸 高 田 市  

瀬 戸 田 町  

三 次 広 域  

沼 隈 内 海  

戸河内町筒賀村 

沼 田 町  

大 和 町  

沖 美 町  

河 内 町  

広 島 安 佐  

佐 伯  

大 柿 町  

上 下 町  

福 富 町  

神 石 高 原  

豊 浜 町  

計 

商 工 会 名  実　施　月 

Ｈ１９. １１ 

Ｈ１９. 　９ 

Ｈ１９. 　９ 

Ｈ１９. １０ 

Ｈ１９. １０ 

Ｈ１９. 　８ 

Ｈ１９. １１ 

Ｈ１９. １１ 

Ｈ１９. １０ 

Ｈ１９. １１ 

Ｈ１９. １１ 

Ｈ１９. １０ 

Ｈ１９. 　９ 

Ｈ１９. １１ 

Ｈ１９. 　９ 

Ｈ１９. 　９ 

Ｈ２０. 　１ 

Ｈ１９. １１ 

Ｈ１９. １０ 

Ｈ１９. 　９ 

Ｈ１９. １２ 

Ｈ１９. １２ 

Ｈ１９. １１ 

Ｈ１９. １０ 

２４箇所 

１００　 

１００　 

１００　 

５０　 

１００　 

５０　 

５０　 

８０　 

８０　 

５０　 

５０　 

５０　 

５０　 

４０　 

５０　 

４０　 

５０　 

４０　 

３０　 

３０　 

３０　 

４０　 

３０　 

３０　 

１３２０口 

４３３　 

２１６　 

１５９　 

１５２　 

１１６　 

１０８　 

１０３　 

１０２　 

１００　 

１００　 

９２　 

６９　 

６４　 

６３　 

５７　 

５６　 

５１　 

５１　 

４５　 

４５　 

４２　 

４０　 

３０　 

３０　 

２３２４口 

４３３% 

２１６% 

１５９% 

３０４% 

１１６% 

２１６% 

２０６% 

１２８% 

１２５% 

２００% 

１８４% 

１３８% 

１２８% 

１５８% 

１１４% 

１４０% 

１０２% 

１２８% 

１５０% 

１５０% 

１４０% 

１００% 

１００% 

１００% 

１７６%

目 標 口 数   加入実績口数  達　成　率 
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▼
事
務
局
代
表
者
会
議

〔
広
島
県
立
総
合
体
育
館
〕

平
成
二
十
年
四
月
二
十
三
日
d

▼
正
副
会
長
会
議

〔
県
連
会
議
室
〕

平
成
二
十
年
四
月
三
十
日
d

▼
県
連
役
員
会

〔
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
〕

平
成
二
十
年
五
月
八
日
e

▼
県
青
連
通
常
総
会
・
研
修
会

〔
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島
〕

平
成
二
十
年
五
月
十
六
日
f

▼
県
女
性
連
通
常
総
会
・
研
修
会

〔
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
〕

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日
f

▼
県
連
通
常
総
会

〔
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
〕

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日
c

行

事

日

程

行

事

日

程

行

事

日

程

行

事

日

程


